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川崎北ロータリークラブ会報川崎北ロータリークラブ

第 3033例会 令和 5年 10月 18日（水）
　（本年度第 12回）

点　鐘 帯谷昌充 会長

司会と斉唱 高橋純司 会場監督
生垣繁 ソングリーダー
　「我等が生業」

出席報告 戸川俊雄 出席委員

会員数	45 名 出席	28 名 欠席	17 名

　（対象外	5 名） 出席率	70.00%

前々回訂正 欠席	22 名 MAKE	UP	5 名

　（対象外	6 名） 訂正出席率	73.17%

お客様紹介 帯谷昌充 会長

ゲスト・スピーカー : 元防衛省装備庁長官 現・防衛省顧問
    土本秀樹 様
地区・クラブ管理運営委員会委員長　栁沼芳光 様
地区・米山奨学金増進委員会副委員長　沼りえ 様
川崎中原 RC 市川功一 様
川崎中原 RC 小林正樹 様
川崎中原 RC 長岡昌勝 様
GBF アドバイザーズ（株）IFA 独立系金融アドバイザー
 菅沼 舜 様（妻鹿会員ゲスト）

（株）トカノ ハート＆ハート代表
 松井麻律 様（土田会員ゲスト）

ご挨拶
地区・米山奨学金増進委員会副委員長

　沼りえ 様（川崎 RC）
本日は米山奨学事業へ
の皆様の御理解とご協
力に対する感謝の気持
ちをお伝えするととも
に、昨年度の地区目標
25000 円以上を達成い
たしました事のお礼に
参りました。
ありがとうございます。
皆様のご協力のおかげで、今年度は 37名の米山奨学

生をお迎えしております。
先日の 10/15（日）に、米山の秋季バス旅行が 4年
ぶりに開催されました。
出発時はあいにくの雨でしたが、昼食のバーベキュー
を食べるころには快晴に変わり、大変楽しい 1日を過
ごすことができました。
川崎北 RC様からも、奨学生の鄭雨微さんとカウンセ
ラーの峯岸様にもご参加いただき、ありがとうござい
ました。
2590 地区は、他の地区と比べ大学、専門学校、短大
の数も、また日本にいらしている奨学生の数も、大変
多いと聞いてございます。
米山の奨学生は、奨学金を受け取ることはもちろんで
すが、それ以外に地区の行事クリスマス会や
米山梅吉さんのお墓参り、また秋季バス旅行、修了式
等々いろいろな行事に参加することができます。また
各クラブの行事にも積極的にお誘いいただき、参加さ
せていただいており、観劇会やクリスマス会、または
スキーに連れて行っていただいたというような話も聞
いております。
奨学生にとって、留学生や日本の企業家の皆さんと交
流できることは、他の留学生と比べると大変ありがた
いことでございますし、本国のご両親・親御さんたち
のお気持ちを察すると、留学生・奨学生として米山に
認定されたということは、大変安心できることではな
いかと察するところでございます。
今後も一人でも多くの奨学生を受け入れて、2590 地
区とのつながりができればと思ってございます。
本日は貴重な時間を頂き、ありがとうございます。
引き続き鄭雨微さんと米山奨学会を、よろしくお願い
いたします。

川崎中原 RC 市川功一 様
私はプログラム委員
長で、11 月 2 日の例
会についてご紹介に
上がりました。
当クラブは、貴クラ
ブの子クラブとして
36年目を迎えます。
初代会長は三上さんと仰いまして、川崎北 RCから移



籍された方です。
その三上さんから紹介されたのが、東京中小企業投資
育成株式会社でした。
ロータリー会員企業の株主としても、株を所有しなが
ら事業承継の問題にご相談いただけるのです。
その会社の方が 11月 2日の例会に見えますので、ご
興味のある方は事務局・岩崎さんの方へ申し出ていた
だければと思います。

会長報告 帯谷昌充 会長
1.	地区主催「第 2回世界ポリオデー」イベント開催のご
案内が届いております。
日時：2023 年 10 月 22日 ( 日 )13:00-16:30
場所：ＪＲ桜木町駅前広場
イベント開催にあたっては、当クラブ大塚会員が、地区
公共イメージ委員長としてご尽力されています。是非、
北クラブからお一人でも多くの方にご参加いただきたい
と思います。
※チラシテーブル配布　参加可能な方は、お知らせく
ださい。
2.	第 3 回会長幹事会のご案内が届いております。（幹事
クラブ：川崎北 RC）
　　日時：2023 年 11 月 15日 ( 水 )　18:00 ～
　　場所：加賀料理「やまぐち」
　会長・幹事で出席して参ります。
3.	本日から、研修委員会主催の勉強会を今年度初めて開
催いたしました。ロータリーについてなかなか勉強で
きない中、いい機会だと思います。2ヶ月に1回のペー
スで行う予定ですので、できるだけ多くの方の出席を
お待ちしています。

幹事報告 妻鹿琢生 幹事
1.	地区からの来信
①	2024-25 年度ロータリー財団奨学生募集開始のお
知らせが届きました。
Ａ　グローバル補助金奨学金　奨学金額：
		 30,000 ～ 50,000 ドル /人　募集：2～ 5名
Ｂ　地区補助金奨学金　奨学金額：
		 上限 27,000 ドル /人　募集：2～ 3名
応募期間：2023 年 10 月 23 日～ 2024 年 1 月 12
日　最寄りのロータリークラブ宛
応募資格など詳細は、資料をポスティングしました
のでご確認下さい。

②	地区大会記念チャリティーゴルフ大会の組合せ表
が届きましたので、ご参加の方にお渡ししました。

③	地区大会 2日目に、当地区初の試みとして託児サー
ビスを行うとの連絡が届いております。
日程：11 月 11 日 ( 土 )11:30 ～ 18:30　対象年齢
　6ヶ月児～未就学児
託児場所：パシフィコ横浜会議センター 3階　　

㈱ジョイサポに委託
申込みご希望の方には資料をお送りしますので、事
務局までお知らせください。

④	米山奨学生宛に地区大会のご案内が届きましたの
で、カウンセラーよりお渡し頂きました。
日時：11月 11日 ( 土 )　集合 13:00　
青少年関連プログラム紹介 15:00-16:15
場所：パシフィコ横浜会議センター 1F　

2.	他クラブ例会臨時変更
●川崎高津南 RC
	 11 月 13 日⇒ 11日 ( 土 )　移動例会　地区大会参加
	 12 月 25 日⇒ 18日 ( 月 )　年末家族会

委員会報告

松下幸夫　研修委員長
本日、例会前に初回の例会前勉強会を開きました。帯
谷会長からお話しがあった通り、まずは歴史を学ぶと
いう事で、歴史のさわり部分を川野ファストガバナー
を講師にたてて行いました。
第二回は、12 月 13 日を予定しておりますので、皆
様奮ってご参加のほどよろしくお願いいたします。

加瀬健史　社会奉仕委員会
10 月 15 日の日曜日、中原区民祭りで自転車のワイ
ヤーロックを配布してきました。
雨の中、受け取りに来た組員のみなさんも、とても喜
ばれていましたので、良いことをしたなと思いました。

ゲストスピーカー
紹介

地区・クラブ管理運営委員会委員長
　　　　　栁沼芳光 様

先般リハーサルも兼ねて
瀬谷にも来ていただいて、
その時も紹介をさせてい
ただきました。
この 7 月に防衛装備庁
長官を退職された方で、
現在は防衛省顧問という
立場の方です。
防衛装備庁長官というのは、防衛省官僚のナンバー 2
となります。
略歴は京都大学卒で、私との縁は検察庁に出向されて
いた土本さんと警察官友の会で知り合う事となり現在
まで懇意にさせて頂いております。



卓話 元防衛省装備庁長官 現・防衛省顧問
　　　　土本秀樹 様

昨年末に政府が国家安
全保障政策を定めた、
いわゆる三文書（国家
安全保障戦略、国家防
衛戦略、防衛力整備計
画）と呼ばれるものの
概要まとめ資料を用意
し、お手元に配布させ
ておりますので、これに沿って説明させて頂こうと思
います。
国家安全保障戦略
我が国を取り巻く、安全保障環境の変化をまとめてい
ます。
政府は「戦後最も厳しく複雑な安全保障環境に直面し
ている。」と評しています。
参考までに防衛省は年一回「防衛白書」を刊行してい
ますが、ここ 3年以前の国際情勢欄の順番は「北朝鮮、
中国、ロシア」でした。が、3年前から記載順を変更し
て「中国、北朝鮮、ロシア」としています。つまり "国
民の皆様に我が国にとって、一番注意しなければいけ
ないのは中国である "というメッセージを防衛白書を通
じてお伝えしているという現状です。
・	北朝鮮
	 概要まとめ資料にもあるように、北朝鮮については「一
層重大かつ、差し迫った脅威」と日本政府もハッキリ
言い切っています。

・	中国
	 中国に関しては、一番注意しなければいけない国であ
りながら脅威という表現ではなく、「懸念であり、こ
れまでにない最大の戦略的挑戦を行っている」として
います。

・	ロシア
	 ロシアは「強い懸念」と評しています。
	 ロシアがウクライナ侵攻してから「懸念」と表現を変
えていますが、それ以前は「注視」の評価でした。
つまり、日本を取り巻く環境というのは「脅威」だと
言われる 1国と「懸念」の 2ヵ国があり、特に中国は
「最大の戦略的挑戦を行っている」状況に置かれている
ということを、前提として説明させていただきます。

中国の何が問題かと言うと、やはり「尖閣諸島」です。
現在まで 24時間、365 日ずっと中国海警局の艦艇が張
り付いており、日本の海上保安庁の巡視船が対応をし
ています。
これは尖閣諸島周囲に中国海警局の船を派遣すること
で、他国の領土を「力」によって事実上の実効支配を
画策するというのが１つの特色として挙げられます。
また、中国は近年太平洋への進出を続けていて、宮古

島と沖縄本島の間の公海を進出のルートと見ています。
もし、中国が太平洋へ進出してくると、日本の防衛戦
略の弱い部分を突かれる可能性があり危惧しています。
今まで日本は日本海を隔てた大陸側に、脅威と懸念の
３ヵ国があり防衛戦略上もそれに対応してきました。
逆に太平洋側は同盟国と接するためレーダーサイト等
の防衛網が脆弱です。
ここへ中国が進出してくると脅威になります。

北朝鮮は現状、空軍・海軍の戦力は能力的に脅威とは
考えていませんが、ミサイルが問題となっています。
現在、日本を射程に収められる核弾頭搭載可能なミサ
イルはあると分析しています。
最近の特色として、ミサイルの発射に輸送起立発射機
(TEL) を使っています。
これらの車両は、平素トンネルなどの地下施設に格納
されていて、発射時に屋外に現れるため偵察衛星では
探知が難しいという問題があります。
また、ミサイルに使用される燃料が液体燃料から、固
体燃料化しつつある点もあります。
液体燃料の場合、発射前に数時間かけて注入しますが、
固体燃料は組み込まれているので時間がかからず、す
ぐに発射が可能となります。
つまり、奇襲攻撃ができる能力が高くなっています。
命中精度に関しても現在は、ほぼ正確に狙った目標を
打撃できるようになって、精密打撃能力が向上してい
ると分析しています。

ロシアの極東方面について言えば、北方 4島の中の一
部に戦闘機を配備するなど、オホーツク海の聖域化を
進めています。
これは潜水艦搭載型の核搭載型弾道ミサイルでアメリ
カ本土を攻撃できるようにするためです。
また、ロシアはオホーツク海を囲むように軍事基地を
持っており、これらによってアメリカ対するに抑止力
を維持するのが目的です。

新しい戦いの顕在化
ウクライナ侵攻によって新たな戦い方が出てきました。
・	精密打撃能力の向上
・	ハイブリット戦
・	宇宙・サイバー・電磁波の領域や無人アセットを用い
た非対称な攻撃等

・	核兵器による威嚇

3 つの防衛目標
これらの現状を踏まえ、昨年末の安全保障政策で何を
決めたか言うと、３つの防衛目標を掲げました。
①	力による現状変更を許容しないような安全保障環境
を作る

②	抑止力をしっかり働かせる
③	万が一何かあったら、阻止して排除する
そして、これらを達成するための３つのアプローチも



掲げました。
・防衛体制の強化
・日米同盟の抑止力と対処力の強化
・同志国等との連携強化
では具体的に何に力を入れるのかを、まとめたものが
防衛力の抜本的強化の 7本の柱となります。

7 本の柱
①スタンドオフ防衛能力	 ②統合防空ミサイル防衛能力
射程距離の長いミサイルを持ち、敵のミサイル基地
を打撃できる能力をもつ。
ミサイル攻撃が現実の脅威となりつつある中で、射
程や能力の異なるミサイル等を持つことで反撃能力
を認識させ抑止力にする。

③無人アセット防衛能力	 ④領域横断作戦能力
⑤指揮統制・情報関連機能
抑止が破れた場合に備え、水中・海上・空中などの
領域を横断した対戦能力を強化して非対称的な勇勢
を確保する。

⑥機動展開能力・国民保護	⑦持続性・強靭性
迅速かつ粘り強く活動し続け、相手の侵攻意図を断
念させる。

また、これらを実現するため弾薬整備、装備品維持と
整備、老朽化の進む施設整備も合わせて進めていくと
いうのが昨年末の安全保障政策の内容です。

最後は駆け足になってしまいましたが、今の日本を取
り巻く環境について少しでもイメージがつかめればと
思いお話させていただきました。

帯谷会長から卓話のお礼が贈られました。
土本様、ありがとう
ございました。

ニコニコリポート 加瀬健史 副会場監督

国際ロータリー2590地区 2023～24年度
地区クラブ管理運営委員長 栁沼芳光 様（横浜瀬谷RC）
皆さんこんにちは ! 初めてお邪魔させていただきます。
本日は、土本さんの卓話という事で拝聴しに伺いました !
よろしくお願いします !

地区・米山奨学金増進委員会 沼りえ 様（川崎RC）
先日は鄭さん、峯岸さん、秋季バス旅行にご参加くださり
ありがとうございます。
本日はよろしくお願いいたします。

川崎中原RC 市川功一 様
本日は来月の当クラブの例会の PRに伺いましたので、よろ
しくお願いいたします。

川崎中原RC　小林正樹 様
本日は、我々のクラブの新人会員の長岡会員とメークアッ
プにお伺いさせていただきました。お世話になります。

川崎中原RC　長岡昌勝 様
中原ロータリークラブより初めて参加させていただきます。
よろしくお願いいたします。

帯谷昌充 会長、大塚正一 副会長、妻鹿琢生 幹事
本日はたくさんのゲストの皆様に参加いただき有難うござ
います。
土本様、本日の卓話楽しみにしております。
どうぞよろしくお願いいたします。

社会奉仕／研修／青少年奉仕委員会： 
半澤剛 君、松下幸夫 君
①本日は例会前の 30 分、入会 3年目にして初めて自クラ
ブにおける「学ぶ」という雰囲気を味わいました。
ありがとうございました。

②中原区民祭りが雨中にもかかわらず盛大に開催されまし
た。加瀬さん、丸山さん、お疲れさまでした。

柳澤信夫 君、生垣繁 君、戸川俊雄 君、洪征治 君
防衛省顧問の土本様、卓話楽しみにしております。

松山直樹 君
川野さん創業 100 年達成おめでとうございます。
今月は 101 年目のスタート、ますますのご発展をご祈念い
たします。
100 年企業は 0.03% つまり 99.97% は存続していないそう
です。
100 年企業の共通点は
1. 不易と流行を合わせ持つ
2. 独自の使命が明確
3. 業界の常識にとらわれない
4. 社員を大切にする
5. 世の中・地域への貢献を実施している
6. リスクに備えている
7. 成長意欲が高く、学び続けている
まさしく、川野さんそのものだと感じました。
また、明日は 79歳のお誕生日、重ね重ねおめでとうござい
ます。

SAA：高橋純司 君、峯岸雅宏 君、丸山久 君、
　　　加瀬健史 君
本日、ゲストスピーカーの土本様、卓話楽しみにしており
ます。よろしくお願いいたします。

武田信平 君
１０月８日、天皇杯準決勝アビスパ福岡戦が等々力にて行
われました。
開始５分にコーナーキックから得点、しかし３８分に得た
PKを失敗してからペースが乱れ失点、１対１で前半を終了。
気持ちを切り替えて後半に臨むと、いい流れから後半８分
にキャプテン橘田が素晴らしいミドルシュートを決める。
さらに２５分、３６分に得点。終了間際に余分な失点をし
ましたが４対２で勝利。
次は１２月９日に国立競技場で行われる決勝です。相手は
好調の柏レイソル。
何としても天皇杯を川崎の地に持ち帰って欲しいと心から
願います。




